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(57)【要約】
　本明細書は、光透過性プレートと、光学フィルムと、
光透過性プレートの少なくとも１つの主要表面を覆うカ
バーフィルムとを備える光管理アセンブリを記載するも
のである。光学フィルムは、カバーフィルムの外側に隣
接するか又は付着されてもよく、また、光透過性プレー
トとカバーフィルムとの間でカバーフィルム内に収容さ
れてもよい。本明細書はまた、本明細書に記載された光
管理アセンブリを使用する液晶ディスプレイ装置を作製
する方法を記載するものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光入力表面と光出力表面とを有する光透過性プレートと、
　前記光透過性プレートの、前記光入力表面又は光出力表面の少なくとも一方を覆う内側
及び外側表面を有するカバーフィルムと、
　前記カバーフィルムの前記外側表面に隣接するか又は付着された第１の光学フィルムと
、
　を備える光管理アセンブリ。
【請求項２】
　光入力表面と光出力表面とを有する光透過性プレートと、
　前記光透過性プレートの、前記光入力表面又は光出力表面の少なくとも一方を覆うカバ
ーフィルムと、
　前記カバーフィルムと前記光透過性プレートとの間の第１の光学フィルムと、
　を備え、
　前記光透過性プレート及び前記光学フィルムがそれぞれ主要対向表面を有し、前記光透
過性プレートの前記主要対向表面又は前記光学フィルムの前記主要対向表面の少なくとも
一方が構造化表面である、
　光管理アセンブリ。
【請求項３】
　光入力表面と光出力表面とを有する光透過性プレートと、
　前記光透過性プレートの、前記光入力表面又は光出力表面の少なくとも一方を覆う内側
及び外側表面を有するカバーフィルムと、
　前記光透過性プレートの前記光入力表面又は光出力表面のいずれかに隣接し、カバーフ
ィルム枠及び開口部を画定する、前記カバーフィルム内の窓と、
　前記カバーフィルム枠と前記光透過性プレートとの間に配置された第１の光学フィルム
と、
　を備える光管理アセンブリ。
【請求項４】
　前記光透過性プレートが、構造化された光出力表面を有する、請求項１～３のいずれか
一項に記載の光管理アセンブリ。
【請求項５】
　前記構造化表面が艶消し表面である、請求項４に記載の光管理アセンブリ。
【請求項６】
　前記カバーフィルムが前記光透過性プレートを封入する、請求項１～３のいずれか一項
に記載の光管理アセンブリ。
【請求項７】
　前記光学フィルムが反射型偏光子又は吸収型偏光子である、請求項１～３のいずれか一
項に記載の光管理アセンブリ。
【請求項８】
　前記カバーフィルムが、ポリオレフィン、ポリエステル、ポリカーボネート、アクリル
、又はポリスチレンを含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の光管理アセンブリ。
【請求項９】
　前記カバーフィルムが熱収縮性である、請求項８に記載の光管理アセンブリ。
【請求項１０】
　前記光透過性プレートと前記カバーフィルムとの間の第２の光学フィルムを更に備える
、請求項１に記載の光管理アセンブリ。
【請求項１１】
　前記第２の光学フィルムが、前記光透過性プレートの光出力表面と前記カバーフィルム
の光入力表面との間にある、請求項１０に記載の光管理アセンブリ。
【請求項１２】
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　前記光学フィルムが、光入力表面でもある前記カバーフィルムの前記外側表面に隣接す
る、請求項１に記載の光管理アセンブリ。
【請求項１３】
　前記第１の光学フィルムの少なくとも外側表面を覆う第２のカバーフィルムを更に備え
る、請求項１に記載の光管理アセンブリ。
【請求項１４】
　前記第２のカバーフィルムが、前記第１の光学フィルム及び前記第１のカバーフィルム
を封入する、請求項１３に記載の光管理アセンブリ。
【請求項１５】
　前記カバーフィルムが、前記光透過性プレートの前記入力表面を覆い、前記光管理アセ
ンブリが、前記光透過性プレートの前記入力表面を覆う前記カバーフィルムの前記外側表
面に隣接するか又は付着された第２の光学フィルムを更に備える、請求項１に記載の光管
理アセンブリ。
【請求項１６】
　前記開口部が表示画面を画定する、請求項３に記載の光管理アセンブリ。
【請求項１７】
　前記光学フィルムが、前記カバーフィルム枠と前記光透過性プレートの前記出力表面と
の間にある、請求項３に記載の光管理アセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光学ディスプレイに関し、より具体的には、光学ディスプレイにおいて使用
される光管理用の光学フィルムを組み立てる手法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）などの光学ディスプレイは、ますます一般的なものとなっ
ており、例えば、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）から電子ゲームに、そしてラップト
ップコンピュータなどのより大型の装置に至るハンドヘルドコンピュータ装置、並びに、
ＬＣＤモニター及びテレビスクリーンに用途が見出されている。光管理フィルムを光学デ
ィスプレイ装置の中に組み込むことで、結果として、ディスプレイ性能が改善される。プ
リズム状に構造化されたフィルム、反射偏光及び拡散フィルムを含めて、種々のタイプの
フィルムが、出力輝度、輝度均一性、視角、及び全体的なシステム効率などのディスプレ
イの指標を改善するのに有用である。そのような改善された動作特性により、装置がより
使いやすくなり、また電池寿命を延長することにもなり得る。
【０００３】
　光管理フィルムは、バックライトアセンブリとフラットパネルディスプレイとの間のデ
ィスプレイフレームの中に、１枚ずつ積み重ねられる。フィルムの積み重ねは、特定の所
望の光学性能が得られるように最適化されることができる。しかしながら、製造の観点か
ら、複数の個別のフィルム片の取り扱い及び組み立てにより、いくつかの問題が生じ得る
。これらの問題には、とりわけ、個々の光学フィルムから保護ライナーを取り外すのに余
分な時間が必要となることに加えて、ライナーを取り外すときにフィルムに損傷を与える
可能性が増加することが挙げられる。加えて、多数の個々のシートをディスプレイフレー
ムに挿入することは、時間を要するものであり、また、個々のフィルムを積み重ねること
で、フィルムが損傷を受ける機会が更に生じる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　これらの問題のすべては、全体的なスループットの低下に、又は歩留まりの減少に寄与
することがあり、それらはシステムコストの増大につながる。その上、個別のフィルム片
は、単独で環境条件に耐える必要があり、したがって、要件を満たす材料及び厚さで設計
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され、個々のフィルムのコストが増加する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　一態様において、本発明は、光入力表面と光出力表面とを有する光透過性プレートと、
光透過性プレートの少なくとも１つの主要表面を覆う内側及び外側表面を有するカバーフ
ィルムと、カバーフィルムの外側表面に隣接する光学フィルムとを備える光管理アセンブ
リを提供する。
【０００６】
　一実施形態において、上記の光管理アセンブリは、光透過性プレートとカバーフィルム
との間の第２の光学フィルムを更に備える。
【０００７】
　別の実施形態において、第２の光学フィルムは、光透過性プレートの光出力表面とカバ
ーフィルムとの間にある。
【０００８】
　別の実施形態において、光学フィルムは、光透過性プレートの光入力表面に最も近い、
カバーフィルムの外側表面に付着される。
【０００９】
　別の実施形態において、上記の光管理アセンブリは、光学フィルムの少なくとも１つの
主要表面を覆う第２のカバーフィルムを更に備える。
【００１０】
　別の実施形態において、第２のカバーフィルムは、上記の光管理アセンブリを封入する
。
【００１１】
　別の態様において、本発明は、光入力表面と光出力表面とを有する光透過性プレートと
、光透過性プレートの少なくとも１つの主要表面を覆うカバーフィルムと、カバーフィル
ムと光透過性プレートとの間の第１の光学フィルムとを備え、光透過性プレート及び光学
フィルムがそれぞれ主要表面を有し、光透過性プレートの主要表面又は光学フィルムの主
要表面の少なくとも一方が構造化表面である光管理アセンブリを提供する。
【００１２】
　一実施形態において、上記の光管理アセンブリは、カバーフィルムの外側表面上の第２
の光学フィルムを更に備える。
【００１３】
　別の実施形態において、光管理アセンブリは、カバーフィルムと光透過性プレートとの
間の第１及び第２の光学フィルムを備える。
【００１４】
　別の実施形態において、光透過性プレートとカバーフィルムとの間の第１の光学フィル
ムは、光透過性プレートの光入力表面とカバーフィルムとの間にある。
【００１５】
　他の実施形態において、カバーフィルムは、光透過性プレートを封入する。
【００１６】
　他の実施形態において、カバーフィルムは、光透過性プレートの１つの主要表面を覆う
。
【００１７】
　別の態様において、本発明は、光入力表面と光出力表面とを有する光透過性フィルムと
、光透過性フィルムの光入力表面又は光出力表面の少なくとも一方を覆うカバーフィルム
と、カバーフィルムと光透過性フィルムとの間の第１の光学フィルムとを備え、光透過性
フィルム及び光学フィルムがそれぞれ主要対向表面を有し、光透過性フィルムの主要対向
表面又は光学フィルムの主要対向表面の少なくとも一方が構造化表面である光管理アセン
ブリを提供する。
【００１８】
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　他の実施形態において、本発明の光管理アセンブリは、光透過性プレート若しくはフィ
ルムの出力表面とカバーフィルムの入力表面との間に配置された、カバーフィルム内の複
数の光学フィルム、カバーフィルムの外側表面上の複数の光学フィルム、又は各々の組み
合わせを有する。
【００１９】
　他の実施形態において、カバーフィルムの外側表面上の光学フィルムは、カバーフィル
ムの外側表面に付着されてもよく、またカバーフィルムの外側表面上で独立していてもよ
い。
【００２０】
　別の態様において、本発明は、本質的に、光入力表面と光出力表面とを有する光透過性
プレートと、光透過性プレートの少なくとも１つの主要表面を覆う内側及び外側表面を有
するカバーフィルムと、カバーフィルムの外側表面に付着された光学フィルムとからなる
光管理アセンブリを提供する。
【００２１】
　別の態様において、本発明は、本質的に、光入力表面と光出力表面とを有する光透過性
プレートと、光透過性プレートの少なくとも１つの主要表面を覆うカバーフィルムと、カ
バーフィルムと光透過性プレートとの間の第１の光学フィルムとからなり、光透過性プレ
ート及び光学フィルムがそれぞれ主要表面を有し、光透過性プレートの主要表面又は光学
フィルムの主要表面の少なくとも一方が構造化表面である光管理アセンブリを提供する。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明による光管理アセンブリの一実施形態を組み込んだバックライト方式液晶
ディプレイ装置を概略的に示している。
【図２】本発明の光管理アセンブリの実施形態。
【図３】本発明の光管理アセンブリの別の実施形態。
【図４】本発明の光管理アセンブリの別の実施形態。
【図５】本発明の光管理アセンブリの別の実施形態。
【図６】本発明の光管理アセンブリの別の実施形態。
【図７】本発明の光管理アセンブリの別の実施形態。
【図８】光透過性プレートに取り付けられたカバーフィルムの別の実施形態。
【図９】本発明の光管理アセンブリの別の実施形態。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本発明は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ又はＬＣディスプレイ）などのディスプレイに応
用可能であり、そのようなディスプレイを作製するために必要な工程の数を減じるのに有
用である。例えば、本発明の光管理アセンブリは、単にＬＣパネル又はフレーム内のバッ
クライトと組み合わされてもよい。本発明の光管理アセンブリの利点の１つは、そられの
光管理アセンブリが、頑健となり、例えば包装及び出荷に耐え得ると予想されることであ
る。加えて、光学フィルムと光透過性プレートとの間の付着点が最小となるか又は不要と
なるので、光学フィルムと光透過性プレートとで熱膨張が異なることの影響が減じられる
。
【００２４】
　本発明の光管理アセンブリの別の利点は、そのようなアセンブリがＬＣディスプレイ装
置の組み立てにおいてロボット工学的に取り扱われてもよいということである。本発明の
光管理アセンブリの別の利益は、アセンブリの厚さ及びコストを最小限にするために、よ
り薄い光学フィルムが光透過性プレートと共に使用されてもよいということである。本発
明によってもたらされる支援により、典型的な環境条件にある間の頑健性が、他の方法で
はそのような要件を満たすことのないフィルムでも依然として維持され得る。いくつかの
実施形態では、ＬＣパネルをカバーフィルム内に含めなくてもよい。カバーフィルムは、
永久的なエンクロージャ又はカバーとして使用され、装置内で使用されてもよく、また、
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一時的なカバー又はエンクロージャとして使用されてもよく、つまり、カバーフィルムは
、光管理アセンブリを装置の中に配置する前に、取り除かれてもよい。
【００２５】
　本明細書において、「構造化表面」は、乱数の、疑似乱数の、不規則な、又は規則的な
高さを有する局所的な表面高さの最大値を有し、乱数の、疑似乱数の、不規則な、又は規
則的な、そのような高さの最大値の間の分離を有する表面を含む。また、「艶消し」表面
は、この応用を目的とした構造化表面である。艶消し表面には、例えば、鋳造されるか又
は押し出しされ、次いで直接フィルム上に形成されたモノリシック仕上げの艶消し表面、
及び、ビーズ又はビーズ組成物をフィルムの上にコーティングすることによって作製され
た艶消し表面が挙げられる。そのような構造化表面の例には、その耐にじみ性の記述に関
する参照によって組み込まれる米国特許第６，３２２，２３６（Ｂ１）号に記載されてい
る「耐にじみ性」表面、及び、プリズム状の構造又は隆起、例えば、そのプリズム状の構
造の記述に関する参照によって組み込まれる米国特許第５，０５６，８９２号に記載され
ているものなどを有する表面が挙げられる。
【００２６】
　直下型ＬＣディスプレイ装置１００の例示的な実施形態の、一定の縮尺でない概略分解
図が、図１に示されている。そのようなディスプレイ装置１００は、例えばＬＣＤモニタ
ー又はＬＤＣ－ＴＶにおいて使用されてもよい。ディスプレイ装置１００は、ＬＣパネル
１０２の使用に基づくものであり、そのＬＣパネル１０２は、典型的には、パネルプレー
ト１０６の間に設けられたＬＣ層１０４を備えている。プレート１０６は、多くの場合は
ガラスで形成され、ＬＣ層１０４内における液晶の配向を制御するために、電極構造体と
アライメント層とを内表面上に有してもよい。電極構造体は一般に、ＬＣパネルのピクセ
ル、つまり、液晶の配向を隣接する区域と独立して制御できるＬＣ層の区域を画定するよ
うに構成される。また、表示される画像に色を付与するために、色フィルターが、プレー
ト１０６のうちの１つ以上に備えられてもよい。
【００２７】
　上部吸収型偏光子１０８がＬＣ層１０４の上に配置されており、また、下部吸収型偏光
子１１０がＬＣ層１０４の下に配置されている。図示した実施形態において、上部及び下
部吸収型偏光子は、ＬＣパネル１０２の外側に位置している。吸収型偏光子１０８、１１
０、及びＬＣパネル１０２は共に、バックライト１１２からディスプレイ１００を通じて
視聴者へと光が透過するのを制御する。いくつかのＬＣディスプレイにおいて、吸収型偏
光子１０８、１１０は、それらの透過軸を垂直にして配置されてもよい。ＬＣ層１０４の
ピクセルが活性化されていないとき、そのピクセルは、それを通過する光の偏光を変化さ
せなくてもよい。したがって、吸収型偏光子１０８、１１０が垂直に整列しているとき、
下部吸収型偏光子１１０を通過する光は、上部吸収型偏光子１０８によって吸収される。
一方で、ピクセルが活性化されると、そのピクセルを通過する光の偏光状態が回転され、
その結果、下部吸収型偏光子１１０を透過する光の少なくとも一部は、上部吸収型偏光子
１０８をも透過する。ＬＣ層１０４の種々のピクセルを、例えば制御器１１４によって選
択的に活性化すると、結果として、光が特定の所望の場所でディスプレイを通り抜けるこ
とになり、したがって視聴者が認識する画像が形成される。制御器には、例えば、コンピ
ュータ又はテレビ画像を受信し表示するテレビ用制御器を挙げることができる。所望によ
る１つ以上の層１０９が、例えば機械的保護及び／又は環境保護をディスプレイ表面にも
たらすために、上部吸収型偏光子１０８の上方に設けられてもよい。例示的な一実施形態
において、層１０９は、吸収型偏光子１０８の上にハードコートを有してもよい。
【００２８】
　あるタイプのＬＣディスプレイが、上述したものとは異なる方式で動作し得ることは理
解されよう。例えば、吸収型偏光子は平行に整列されてもよく、またＬＣパネルは非活性
化状態にあるときに光の偏光状態を回転させてもよい。それにもかかわらず、そのような
ディスプレイの基本的な構造は、上述の構造と依然として同様である。
【００２９】
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　バックライト１１２は、ＬＣパネル１０２を照明する光を発生させる多数の光源１１６
を有している。ＬＣＤ－ＴＶ又はＬＣＤモニターにおいて使用される光源１１６は、多く
の場合、ディスプレイ装置１００の全体にわたって延びる直線状の冷陰極蛍光管である。
しかしながら、白熱電球又はアークランプ、発光ダイオード（ＬＥＤ）、平坦な蛍光パネ
ル又は外部の蛍光ランプなど、他のタイプの光源が使用されてもよい。光源を列挙したが
、これは、限定又は包括を意図したものではなく、単に例示を意図したものである。
【００３０】
　また、バックライト１１２は、反射体１１８を有してもよく、この反射体１１８は、光
源１１６から下向きに、ＬＣパネル１０２から離れる方向に伝搬する光を反射するための
ものである。反射体１１８はまた、以下で説明するように、ディスプレイ装置１００内で
光を再利用するのにも有用となり得る。反射体１１８は、鏡面反射体であってもよく、ま
た拡散反射体であってもよい。反射体１１８として使用され得る鏡面反射体の一例が、ミ
ネソタ州セントポール（St. Paul）のスリーエム社（3M Company）から入手可能なビキュ
イティ（Vikuiti）（商標）Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｓｐｅｃｕｌａｒ　Ｒｅｆｌｅｃｔｉｏ
ｎ（ＥＳＲ）フィルムである。好適な拡散反射体の例には、二酸化チタン、硫酸バリウム
、炭酸カルシウムなどのような拡散反射粒子を加えた、ポリエチレンテレフタレート（Ｐ
ＥＴ）、ポリカーボネート（ＰＣ）、ポリプロピレン、ポリスチレンなどのポリマーが挙
げられる。微小多孔性材料及びフィブリル含有材料を含めた拡散反射体の他の例が、参照
によって本明細書に組み込まれる共同所有の米国特許出願公開第２００３／０１１８８０
５（Ａ１）号において論じられている。
【００３１】
　光管理アセンブリ１２０が、バックライト１１２とＬＣパネル１０２との間に配置され
る。光管理アセンブリは、ディスプレイ装置１００の動作を改善するように、バックライ
ト１１２から伝搬する光に作用する。この実施形態において、光管理アセンブリ１２０は
、光透過性プレート１２２と、カバーフィルム１２４と、カバーフィルムの外側つまり出
力表面１２５に隣接する光学フィルム１２６と、光透過性プレート１２２とカバーフィル
ム１２４との間の間隙１２８とを有する。この実施形態において、光透過性プレートは、
艶消しの出力及び入力表面を有する。本明細書に記載する他の実施形態において、光学フ
ィルム１２６は、カバーフィルムに付着されてもよく、またカバーフィルムの上で独立し
ていてもよい。
【００３２】
　「間隙」は、入力表面との屈折率の望ましい相違を有する光学要素の、出力表面と入力
表面との間の空間である。例えば、間隙は、空気、空気以外の１以上の気体、又は空気と
他の気体との組み合わせで占められてもよい。本発明の光管理アセンブリにおける間隙は
、アセンブリの光学フィルムの隣接する表面間の光学的結合を抑制する。光学フィルムが
、隣接するフィルムと結合させられるか又は「にじむ」場合、ニュートン環、局所的な輝
度の不均一性、又は全体的なディスプレイ輝度の低下など、望ましくない光学的人為現象
が生じることがある。
【００３３】
　特定のタイプの輝度向上フィルムに対し、屈折率の変化が、光学フィルムの適正な機能
に必要である。例えば、プリズム状の構造化表面フィルムが、ユーザーに向けて、より狭
角の出口プロファイルの中に光を最も効率的に導くために、フィルムは多くの場合、空気
又は十分に屈折率の低い別の材料との界面を有する、平坦な又はほぼ平坦な入口表面（フ
ィルムのプリズムと反対側）を有する。入口表面は一般に、入口表面によって規定される
垂直方向から約４０度を超える内角で光がフィルムに入るのを抑制する。
【００３４】
　光学フィルムが、接着剤を使用してカバーフィルムの外側表面に付着されてもよい。有
用な接着剤には、紫外線又は熱硬化接着剤及び感圧性接着剤が挙げられる。
【００３５】
　光透過性プレート１２２は、光透過性であるか又は透明でありかつ任意のカバーフィル
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ム又は光学フィルムを支持する、２つの主要表面を有する自立形の基材であるか又はその
基材を備える。光透過性プレートは通常、拡散プレート、透明なプレート、又は導光プレ
ートから構成されてもよい。光透過性プレートは、単一の層状の基材を備えてもよく、ま
た多数の層を有してもよく、例えば、フィルムなどの材料の多数の層の複合体であっても
よい。光透過性プレートは、単独で又はカバーフィルム内のアセンブリの一部として依然
として実質的に平坦であるように、十分な剛性を有するべきである。拡散プレートは、光
源（光入力表面）から受容された光を拡散させるために使用され、その結果、光出力表面
からＬＣパネル１０２に入射する照明光の均一性が高まる。したがって、この結果、より
均一に明るい画像が視聴者によって知覚される。導光プレートが使用され、導光プレート
の１つの縁部の付近に配置された直線光源から光が導かれ分散される。光は、比較的規則
的なパターンで導光プレートの区域の上に分散される。典型的には、導光プレートは、エ
ッジライト方式のバックライトを用いる装置において使用される。他の実施形態において
、本発明の光管理アセンブリは、２枚以上の光透過性プレートを有してもよく、また、そ
の２枚以上の光透過性プレートの間に光学フィルムを収容してもよい。
【００３６】
　カバーフィルム１２４は、光透過性プレート１２２の少なくとも１つの主要表面を覆う
。この実施形態において、カバーフィルム１２４は、光透過性プレート１２２を封入する
。この実施形態におけるカバーフィルムは、間隙１２８を設けて光透過性プレートの表面
と光学フィルムの表面との間の「にじみ」を防止するか又は抑制するために使用されてい
る。いくつかの実施形態において、少なくとも１枚の光透過性プレートを封入するカバー
フィルムが、カバーフィルム内に通気孔を有してもよい。
【００３７】
　間隙はまた、隣接する表面が互いに固着するのを防止し、したがって、層同士の間の熱
膨張の相違を緩和する。光学表面の分離は、場合によっては、望ましい光学的及び機械的
性能を広範囲の環境条件にわたってもたらすために必要となるものである。間隙は、構造
化表面又は圧力を用いることで、２つの隣接する表面を分離することによって発生されて
もよい。
【００３８】
　カバーフィルムはまた、光学フィルムを支持し、光学フィルムを平坦に保つ。カバーフ
ィルムはまた、光学フィルムの任意の熱膨張の間、光学フィルムを閉じ込める。カバーフ
ィルムによってもたらされる支持は、ディスプレイが多様な環境条件に暴露されるとき特
に有用である。カバーフィルムにより、カバーフィルムがなければ物理的変形が原因で独
立したフィルムとして環境要件を満たさない、より薄いフィルムを使用することが可能と
なる。
【００３９】
　カバーフィルムは、通常は重合体であってもよく、光透過性であり、ＬＣディスプレイ
装置内で使用されても依然として実質的に平坦であることが可能である。有用なカバーフ
ィルムには、非晶質ポリマー及び半結晶質ポリマーを含んだフィルムが挙げられる。有用
なカバーフィルムには、ポリエチレン及びポリプロピレンなどのポリオレフィン、ポリエ
チレンテレフタレート及びポリエチレンナフタレートなどのポリエステル、ポリメタクリ
ルメタクリレートなどのポリカーボネート、アクリル、並びにポリスチレンを備えるか又
はそれらからなる群から選択されるものが挙げられる。本発明の特定の実施形態において
、カバーフィルムは、熱収縮性の任意の光透過性フィルムであるか又はその光透過性フィ
ルムを含んでよい。本発明の特定の他の実施形態において、例えば、反射型偏光子が光透
過性プレートとカバーフィルムとの間に置かれる場合、最小の複屈折性を有するカバーフ
ィルムが望ましい。カバーフィルムはまた、帯電防止性がある、殺菌性がある、紫外線吸
収性がある、又はそれらの組み合わせなどの望ましい特性を有してもよい。
【００４０】
　この実施形態において、光学フィルム１２６は、反射型偏光子又は輝度向上層を備えて
もよい。光源１１６は、典型的には非偏光を生じるが、下部吸収型偏光子１１０は単一の
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偏光状態のみを透過させるものであり、したがって、光源１１６によって発生された光の
約半分は、ＬＣ層１０４を透過しない。しかしながら、光学フィルム１２６は、それがな
ければ下部吸収型偏光子に吸収される光を反射するために使用されてもよく、したがって
、この光は、光学フィルム１２６と反射体１１８との間での反射によって再利用されても
よい。光学フィルム１２６によって反射された光の少なくとも一部は、偏光を解消され、
後に光学フィルム１２６に偏光状態で戻されてもよく、その光は、反射型偏光子１２４及
び下部吸収型偏光子１１０を通じてＬＣ層１０４へと透過される。このようにして、光学
フィルム１２６は、光源１１６によって放たれた光がＬＣ層１０４に達する割合を増加さ
せるために使用されてもよく、したがって、ディスプレイ装置１００によって生成される
画像はより明るくなる。
【００４１】
　任意の好適なタイプの反射型偏光子、例えば、多層光学フィルム（ＭＯＦ）反射型偏光
子、拡散反射偏光フィルム（ＤＲＰＦ）（連続／分散相偏光子、ワイヤグリッド反射型偏
光子、米国特許出願第２００５／０１９３５７７号に記載されているようなファイバー反
射型偏光子、又はコレステリック反射型偏光子など）が使用されてもよい。
【００４２】
　ＭＯＦと連続／分散相反射型偏光子はどちらも、少なくとも２種類の材料、通常は高分
子材料の間における屈折率の相違を利用して、１つの偏光状態の光を選択的に反射し、一
方で直交偏光状態にある光を透過させる。ＭＯＦ反射型偏光子のいくつかの例が、参照に
よって本明細書に組み込まれる共同所有の米国特許第５，８８２，７７４号に記載されて
いる。商業的に入手可能なＭＯＦ反射型偏光子の例には、ミネソタ州セントポール（St. 
Paul）のスリーエム社（3M Company）から入手可能な、拡散表面を有するビキュイティ（
Vikuiti）（商標）ＤＢＥＦ－Ｄ２００及びＤＢＥＦ－Ｄ４００多層反射型偏光子が挙げ
られる。
【００４３】
　本発明に関連して有用なＤＲＰＦの例には、参照によって本明細書に組み込まれる共同
所有の米国特許第５，８２５，５４３号に記載されている連続／分散相反射型偏光子、そ
して例えば、同様に参照によって本明細書に組み込まれる共同所有の米国特許第５，８６
７，３１６号に記載されている拡散反射多層偏光子が挙げられる。他の好適なタイプのＤ
ＲＰＦが、米国特許第５，７５１，３８８号に記載されている。
【００４４】
　本発明に関連して有用なワイヤグリッド偏光子のいくつかの例には、米国特許第６，１
２２，１０３号に記載されているものが挙げられる。ワイヤグリッド偏光子は、とりわけ
、ユタ州オレム（Orem）のモックステック社（Moxtek Inc.）から商業的に入手可能であ
る。
【００４５】
　本発明と関連して有用なコレステリック偏光子のいくつかの例には、例えば、米国特許
第５，７９３，４５６号及び米国特許公開第２００２／０１５９０１９号に記載されてい
るものが挙げられる。コレステリック偏光子は、多くの場合、そのコレステリック偏光子
を透過した光が直線偏光に変換されるように、出力側に４分の１波長抑制層と共に設けら
れる。
【００４６】
　この実施形態において、光学フィルム１２６は、輝度向上層を備えてもよい。輝度向上
層とは、軸外光をディスプレイの軸線により接近した方向に向け直す表面構造を含んだも
のである。これは、ＬＣ層１０４を通じて軸線上を伝搬する光の量を増加させ、したがっ
て、視聴者が見る画像の輝度を向上させる。一例が、屈折と反射によって照射光を向け直
す多数のプリズム状隆起部を有する、プリズム状の輝度向上層である。ディスプレイ装置
において使用され得るプリズム状の輝度向上層の例には、ＢＥＦＩＩ　９０／２４、ＢＥ
ＦＩＩ　９０／５０、ＢＥＦＩＩＩＭ　９０／５０、及びＢＥＦＩＩＩＴを含めて、ミネ
ソタ州セントポール（St. Paul）のスリーエム社（3M Company）から入手可能な、プリズ
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ム状フィルムのビキュイティ（Vikuiti）（商標）ＢＥＦＩＩ及びＢＥＦＩＩＩシリーズ
が挙げられる。
【００４７】
　必要性及び要求により、本発明の光管理アセンブリにおける使用に有用な他の光学フィ
ルムには、吸収型偏光子、転向フィルム（導光体に面するプリズムを有する光方向変換フ
ィルムなど）、拡散フィルム（液晶パネルに面する半球状の構造を有するフィルムなど）
、及び複合光学フィルム（米国特許出願第２００６／０２５７６７８号に記載されている
ものなどの繊維強化光学フィルム）が挙げられる。
【００４８】
　他の実施形態において、種々のタイプの光学フィルムが、望ましくは、本発明の光管理
アセンブリの構造内に又はその構造の外側に配置される。例えば、補償フィルム、位相差
フィルム、吸収型偏光子、及び反射型偏光子が、望ましくは、カバーフィルムの出力表面
の上で使用されてもよく、反射フィルムが、望ましくは、光透過性プレートの下に配置さ
れてもよく、また、プリズム状フィルム、拡散フィルム、多機能フィルム、コリメーショ
ンフィルム、透過性フィルム、及びレンズシートが、望ましくは、本発明の光アセンブリ
の内側又は外側の任意の場所に配置されてもよい。
【００４９】
　本発明の光管理アセンブリの別の実施形態が、図２に示されている。この実施形態にお
いて、光管理アセンブリ２００は、光透過性プレート２０２と、光透過性プレートを封入
するカバーフィルム２０４と、カバーフィルムの外側又は出力表面２０５に付着された第
１の光学フィルム２０６と、光透過性プレートの出力表面２１０とカバーフィルムの入力
表面２１２との間の第２の光学フィルム２０８と、光透過性プレートと第２の光学フィル
ムとの間の間隙２１４と、第２の光学フィルム２０８とカバーフィルムの入力表面２１２
との間の間隙２１５とを有する。この実施形態において、光透過性プレート２０２の出力
表面２１０は、第２の光学フィルムの入力表面２１１に面する構造化表面を有し、第２の
光学フィルムは、カバーフィルムの入力表面２１２に面する構造化出力表面２１７を有す
る。あるいは、光学フィルムの入力表面２１１は、光透過性プレートの構造化出力表面２
１０に加えて又はそれに代わって、構造化表面であってもよい。間隙２１４、２１５は、
第２の光学フィルムと光透過性プレートとの間、及び第２の光学フィルムとカバーフィル
ムとの間の「にじみ」を抑制する。この実施形態において、例えば、第１の光学フィルム
は、限定するものではないが反射型偏光子を備えてもよく、第２の光学フィルムは、限定
するものではないが輝度向上層を備えてもよい。
【００５０】
　本発明の光管理アセンブリの別の実施形態が、図３に示されている。この実施形態にお
いて、光管理アセンブリ３００は、光透過性プレート３０２と、光透過性プレートを封入
するカバーフィルム３０４と、光透過性プレートの出力表面３０８とカバーフィルムの入
力表面３１０との間の光学フィルム３０６と、光透過性プレートと光学フィルムとの間、
及び光学フィルムとカバーフィルムの入力表面３１０との間の間隙３１２、３１３とを有
する。この実施形態において、光透過性プレートは、光学フィルムの入力表面３１４に面
する構造化出力表面を有し、光学フィルム３０６は、カバーフィルムの入力表面３１０に
面する構造化出力表面３１５を有する。あるいは、光透過性プレートは、光学フィルムの
構造化入力表面３１４に面する平滑な出力表面３０８を有してもよい。この実施形態にお
いて、例えば、光学フィルムは、限定するものではないが、反射型偏光子又は輝度向上層
を備えてもよい。
【００５１】
　本発明の光管理アセンブリの別の実施形態が、図４に示されている。この実施形態にお
いて、光管理アセンブリ４００は、光透過性プレート４０２と、光透過性プレート４０２
を封入するカバーフィルム４０４と、第１の光学フィルム４０６と、光透過性プレートの
出力表面４１０と第１の光学フィルムの入力表面４１２との間の第２の光学フィルム４０
８と、光透過性プレートと第２の光学フィルム４０８との間の間隙４１４とを有する。更
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に、この実施形態は、第１の光学フィルムと第２の光学フィルムとの間、及び第１の光学
フィルム４０６とカバーフィルム４０４の入力表面４１９との間の間隙４１５、４１７を
有する。プレートの出力表面４１０は構造化（艶消し）表面を有し、光学フィルム４０６
、４０８の出力表面４１３、４２０は構造化表面である。この実施形態において、例えば
、第１の光学フィルムは、限定するものではないが、プリズム状の表面を有する別の輝度
向上層を備えてもよく、また、第２の光学フィルムは、限定するものではないが、出力表
面上にプリズム状表面を有する輝度向上層を備えてもよい。
【００５２】
　図５に示す光管理アセンブリの別の実施形態において、光管理アセンブリ５００は、光
透過性プレート５０２と、光透過性プレート５０２を封入するカバーフィルム５０４と、
光透過性拡散プレートの入力表面５０８とカバーフィルム５０４の出力表面５１０との間
の光学フィルム５０６とを有する。間隙５１２、５１３が、光透過性プレートの入力表面
５０８と、光学フィルム及びカバーフィルムの出力表面５１０との間にある。この実施形
態において、光学フィルム５０６は、カバーフィルム及び光透過性プレートに面する構造
化入力表面及び出力表面を有する。この実施形態において、有用な光学フィルムには、米
国特許出願公開第２００７００３０４１５（Ａ１）号に記載されているような光方向転換
層、ミネソタ州セントポール（St. Paul）のスリーエム社（3M Company）から入手可能な
プリズム状輝度向上フィルム（ＢＥＦ）、又は拡散フィルムが挙げられるが、これらに限
定するものではない。
【００５３】
　図６に示す光管理アセンブリの別の実施形態において、光管理アセンブリ６００は、光
透過性プレート６０２と、光透過性プレート６０２を封入するカバーフィルム６０４と、
カバーフィルムの外側又は入力表面６０７に付着された光学フィルム６０６と、光透過性
プレート６０２とカバーフィルム６０４との間の間隙６０８とを有する。この実施形態に
おいて、光学フィルムは、カバーフィルムの入力表面６０７に付着され、光透過性プレー
トの入力表面６１０は構造化表面である。この実施形態において、有用な光学フィルムに
は、拡散フィルム又はプリズム状フィルムが挙げられるが、これらに限定されるものでは
ない。
【００５４】
　図７に示す光管理アセンブリの別の実施形態において、光管理アセンブリ７００は、光
透過性プレート７０２と、光透過性プレートを封入する第１のカバーフィルム７０４と、
第１のカバーフィルム７０４の外側又は出力表面７０６に隣接する光学フィルム７０５と
、光学フィルム７０５及び第１のカバーフィルム７０４を封入する第２のカバーフィルム
７０８とを有する。間隙７１０、７１１が、光学フィルムと第２のカバーフィルムとの間
、及び光学フィルムと第１のカバーフィルムとの間にある。この実施形態において、光学
フィルム７０５は、構造化入力表面７１２と構造化出力表面７１４とを有する。光学フィ
ルムが第１のカバーフィルムに付着された場合、第１のカバーフィルムと光学フィルムと
の間に間隙は存在しない。図７に示す第２のカバーフィルムは、本明細書において記載さ
れる又は表される任意の光管理アセンブリに応用可能であることが理解される。
【００５５】
　本発明の光管理アセンブリの他の実施形態が、カバーフィルム内に窓を有してもよい。
例えば、図８の光管理アセンブリ８００は、光透過性プレート８０２と、光透過性プレー
トの構造化入力表面８０３を覆うカバーフィルム８０４と、光透過性プレートの出力表面
８０５に隣接する光学フィルム８０６とを有する。カバーフィルム８０４内の窓８０８は
、カバーフィルム枠８１０及び開口部８１１を画定する。カバーフィルム枠８１０は、光
学フィルム８０６の配置支持をもたらす。この実施形態において、間隙８１２が、カバー
フィルムと光透過性プレートの入力表面８０３との間に存在する。間隙８１３は、装置の
最終的な視認表面区域が窓の区域内にあるか、窓の区域を伴わないかに応じて、光学フィ
ルムとカバーフィルム枠８１０との間に存在しても存在しなくてもよい。この実施形態に
おいて、光透過性プレートは、構造化された又は艶消しの入力及び出力表面を有してもよ
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く、光学フィルムは、１つ又は２つの構造化された表面を有しても有さなくてもよい。
【００５６】
　本発明の光管理アセンブリのいくつかの実施形態において、カバーフィルムは、通常の
ヒートシールプロセスを使用して光透過性プレートの全体にわたって貼り付けられてもよ
い。ヒートシールプロセスの一実施形態において、フィルムのシートが、光透過性プレー
ト（及び任意の光学フィルム）の下方及び上方に置かれ、個々のフィルムが互いにヒート
シールされ、また任意の余分なフィルムが切り取られてもよい。あるいは、フィルムの十
分に大きなシートが切断され、光透過性プレート（及び任意の光学フィルム）の下方に置
かれ、光透過性プレートの上方に折られることができ、そして縁部が互いにヒートシール
されることができ、また任意の余分なフィルムが切り取られてもよい。加えて、熱収縮性
フィルムが、そのようなプロセスにおいて、収縮して光透過性プレートの上にぴんと張ら
れる。これらのタイプのカバーフィルムの剛性及び弾性により、これらのカバーシートに
付着されるか又はこれらのカバーシートによって閉じ込められた光学フィルムの安定性が
増す。これは、独立したフィルムがさもなければ変形し得る環境条件において、特に有用
である。カバーフィルム内の窓は、光透過性プレート及び任意の光学フィルムに若しくは
それらの上に貼り付けられる前又は貼り付けられた後に、カバーフィルムの中に切断され
てもよい。
【００５７】
　他の実施形態において、光管理アセンブリが、適切な寸法のカバーフィルム９０２の単
一の又は上部シートを有してもよく、そのシートは、光透過性プレート９０４及び任意の
光学フィルム９０５の上に置かれ、光透過性プレートの縁部９０６に付着される。そのよ
うな光管理アセンブリ９００の例が、図９に示されている。図９に示すカバーフィルムの
付着は、本明細書に記載される又は表される任意の光管理アセンブリに応用可能であるこ
とが理解される。
【００５８】
　図示されていないが、カバーフィルムはまた、接着剤、例えば、ホットメルト及び感圧
性接着剤、テープを使用することによって、熱接着することによって、あるいは、プレー
トの縁部の周りにあるか、カバーフィルムの上部にあるか、若しくはカバーフィルムに付
着された、金属、プラスチック、若しくはゴムでできた固定バンド、又は、カバーフィル
ムの上部で、そしてプレートの周辺部の周りで、溝又はチャネルの中に圧入されるスプラ
イン部材などの機械的手段によって、光透過性プレートの縁部又は下部若しくは上部表面
に付着されることもできる。
【００５９】
　本発明の光管理アセンブリは、ディスプレイ装置、例えばＬＣＤの作製又は組み立てに
有用である。例えば、ＬＣＤを作製する方法は、本明細書で記載されているような光管理
アセンブリを用意する工程と、次いで、光管理アセンブリを少なくともＬＣパネル及びバ
ックライトと組み合わせて、液晶ディスプレイ装置を形成する工程とを含む。上記の方法
の一実施形態において、光管理アセンブリは、ある場所で組み立てられ、別の場所に輸送
され、次いで、少なくともＬＣパネル及びバックライトと組み合わされる。別の実施形態
において、光管理アセンブリ、バックライト、及びＬＣパネルはそれぞれ、異なる場所で
作製され、別の場所に輸送されて、ＬＣＤ装置へと組み立てられる。
【実施例】
【００６０】
　試験方法
　外観試験
　外観試験（ＶＡ）は、光管理アセンブリが一様な外観、つまり視覚的欠陥を持たない外
観を呈するか否かについての判定である。一様な外観の欠如は、ディスプレイの区域内に
おける視覚的相違という形をなし得る。視覚的欠陥の一例が、顕著なにじみ領域である。
にじみ領域は、その周りの区域とは異なって見え、おそらくはニュートン環現象又は輝度
の変化を示す。他の視覚的欠陥には、光学フィルムの縮れ及び積層されたフィルム間の気
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泡によって生じるものが挙げられる。特定の条件により、フィルムが縮れて、シートの大
部分から隆起した領域を示すことがある。積層されたフィルムの間の気泡は、輝度の顕著
な変化を生じる。
【００６１】
　外観試験は、優、良、又は不適格として評価される。優の外観は、すべての視角におい
て一様な輝度を示し、目に付くものを何も示さない平坦な光管理アセンブリとして定義さ
れる。良の外観は、すべての視角において一様な輝度を有するが、目に付く少数の小さな
欠陥を示す光管理アセンブリとして定義される。不適合の外観は、顕著なにじみ領域、フ
ィルムの縮れ、又は輝度の顕著な変化を生じるフィルムの間の気泡を有する光管理アセン
ブリとして定義される。
【００６２】
　光学ゲインの測定
　完全を期して具体的な詳細が与えられているが、同様の結果が、他の商業的に入手可能
な設備を使用する以下の手法の変形形態を利用して達成され得ることは、容易に認められ
よう。
【００６３】
　フィルムの光学性能を、カリフォルニア州チャッツワース（Chatsworth）のフォトリサ
ーチ社（Photo Research, Inc.）から入手可能な、ＭＳ－７５レンズを有するＳｐｅｃｔ
ｒａＳｃａｎ（商標）ＰＲ－６５０　ＳｐｅｃｔｒａＣｏｌｏｒｉｍｅｔｅｒを使用して
測定した。光学物品を、拡散透過性の中空の光ボックスの頂部上に置いた。光ボックスの
拡散透過及び反射は、ランベルト（Lambertian）として説明することができる。光ボック
スは、～６ｍｍ厚の拡散ＰＴＦＥプレートでできた、約１２．５ｃｍ×１２．５ｃｍ×１
１．５ｃｍ（Ｌ×Ｗ×Ｈ）と測定される、６面の中空の立方形のものであった。ボックス
の一面をサンプル表面として選択する。中空の光ボックスは、サンプル表面で測定して～
０．８３の拡散反射率を有していた（例えば、４００～７００ｎｍの波長範囲にわたって
平均化して～８３％であり、箱の反射率の測定方法は以下で更に説明される）。ゲイン試
験の間、ボックスを、ボックスの底部内の～１ｃｍの円形穴（サンプル表面の反対側にあ
り、光は内側からサンプル表面に向けられる）を通じて照明する。この照明は、光を導く
ために使用される光ファイバー束に取り付けられた、安定した広帯域の白熱光源（マサチ
ューセッツ州マールボロ（Marlborough）及びニューヨーク州オーバーン（Auburn）のシ
ョット－フォステック社（Schott-Fostec LLC）による、～１ｃｍ径のファイバー束延長
部を有するＦｏｓｔｅｃ　ＤＣＲ－ＩＩ）を使用して行われる。標準的な線形吸収型偏光
子（メレスグリオ社（Melles Griot）の０３　ＦＰＧ　００７など）を、サンプルボック
スとカメラとの間に配置した。カメラの焦点を、～３４ｃｍの距離にある光ボックスのサ
ンプル表面に合わせ、吸収型偏光子をカメラレンズから～２．５ｃｍに配置した。
【００６４】
　偏光子を適所に置き、サンプル光学物品なしで測定した、照明された光ボックスの輝度
は、＞１５０ｃｄ／ｍ２であった。サンプル光学物品をボックスのサンプル表面に平行に
配置して、サンプル物品が概ねボックスと接触しているとき、ボックスのサンプル表面の
平面に対して垂直入射でＰＲ－６５０を用いてサンプルの輝度を測定する。このサンプル
の輝度を、同じ方式で光ボックスのみで測定した輝度と比較することによって、相対的ゲ
インを算出する。迷光源を排除するために、すべての測定を黒色のエンクロージャ内で実
施した。反射偏光要素を含んだ相対的光学ゲインを試験するとき、反射偏光要素の通過軸
を、試験システムの吸収型偏光子の通過軸と整列させた。当該のサンプルの光学ゲインを
、参照又は対照サンプルの光学ゲインで除算することによって、所与のサンプルの相対的
光学ゲインを得た。
【００６５】
　収縮包装の方法
　４００グリットのサンドペーパーを使用して縁部を平滑化することによって、光透過性
プレートを用意した。光透過性プレートの角部に、４００グリットのサンドペーパーを使
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用してわずかに丸みを付けた。導光プレートを使用する場合には、平滑化も丸み付けも実
施しなかった。粘着ローラー（スコットランド、インチナン（Inchinnan）のテクネック
社（Teknek）製のＤＣＲクリーンローラーシステム）を使用して、光透過性プレートから
くずを取り除いた。カバーフィルムの大き目の寸法の一片を、カバーフィルムのロールか
ら切断した。（例えば、２７．９ｃｍ×５５．９ｃｍ（１１インチ×２２インチ）の光透
過性プレートは、予め折り畳まれたカバーフィルムの約７６．２ｃｍ（３０インチ）長の
片に対し、折り畳まれたフィルムの４５．７ｃｍ（１８インチ）幅のロールを必要とする
）。次いで、予め折り畳まれたフィルムの一方の側を、インパルスシーラー（イタリア国
のミニパック・トーレシステムズ社（Minipak-Torre Systems）から入手可能なＨｅａｔ
　Ｓｈｒｉｎｋ　Ｒｅｐｌａｙ　５５）を使用して折り目に垂直に溶着して、Ｌ字形状の
ポケットを形成した。くずの無いプレートをフィルムのポケットの中に滑り込ませ、「Ｌ
字」の角部にしっかりと押し込んだ。次いで、プレートを収容したフィルムのポケットを
、フィルム内での遊びを最小量にしてインパルスシーラーの中に配置して、フィルムの残
り２つの開いた縁部を溶着した。次いで、フィルムで覆われたプレートを約９３℃の温度
のオーブン内に配置して、プレートの周りにカバーフィルムを収縮させた。フィルム内の
残存するしわを取り除くために、ホットエアガン（ミネソタ州プリマス（Plymouth）のＭ
ＨＴプロダクツ社（MHT Products Inc.）製のＭｏｄｅｌ　７５０　Ｈｅａｔ　Ｇｕｎ）
を使用してフィルムの「しわが寄った」領域を暖めて、しわを収縮させた。
【００６６】
　偏光反射フィルムの調製
　３Ｍ（商標）ビキュイティ（Vikuiti）（商標）Ｄｕａｌ　Ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ　Ｅ
ｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ　Ｆｉｌｍ（ＤＢＥＦ－Ｑ）の一方の側を、実質的に、２００６年
６月３０日に出願された米国特許出願第１１／４２７９４８号に記載されている通りに、
ビーズ入りの拡散体溶液でコーティングし乾燥させた。次いで、フィルムの反対側を、ア
クリル系感圧性接着剤（ＰＳＡ）の溶液で（以下に実施例１～９で説明するように）コー
ティングし乾燥させ、次いで、保護ライナーで覆ってＰＳＡコーティングを保護した。基
材への積層の前に、保護ライナーを除去した。
【００６７】
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【表１】

【００６８】
　（実施例１～９）
　艶消し仕上げした光透過性プレート（日本国東京都の住友化学社（Sumitomo Chemical 
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Company）によるモデル番号ＲＭ８０２）を、上述の通りに様々な収縮包装カバーフィル
ムで包んだ。ビーズ入りの拡散体コーティングを一方の側に、アクリル系ＰＳＡをもう一
方の側に有するＤＢＥＦフィルムを、上述の通りに調製した。アクリル系ＰＳＡは、イソ
オクチルアクリレートとアクリル酸とのコポリマー（９０：１０）であり、３０部のＰｉ
ｎｅｃｒｙｓｔａｌ（商標）ＫＥ－３１１（イリノイ州シカゴ（Chicago）のアラカワケ
ミカル（ＵＳＡ）社（Arakawa Chemical（USA）Inc））を含有するものであった。偏光フ
ィルムを、光透過性プレートの出力側でカバーフィルムに積層した。対照は、カバーフィ
ルムを用いておらず、同じ艶消し仕上げされた光透過性プレートと、同じＤＢＥＦとの層
状アセンブリであった。各サンプルごとの相対光学ゲインを第１表に示す。
【００６９】
【表２】

【００７０】
　（実施例１０）
　更にＢＥＦフィルムを光透過性プレートの出力表面とカバーフィルムとの間に加えたこ
とを除いて、実施例１０で上述した通りに光管理アセンブリを調製した。相対光学ゲイン
は０．９８であった。対照アセンブリ（カバーフィルムがなく、ＤＢＥＦフィルム上にＰ
ＳＡがない別々の試験片）の相対光学ゲインは１であった。
【００７１】
　（実施例１１）
　光透過性プレートが４９．６ｃｍ×２８．３ｃｍ×０．２ｃｍの寸法を有していたこと
を除いて、実施例９で上述した通りに光管理アセンブリを調製した。光管理アセンブリを
、実際のバックライトハウジングのフレームに類似したフレーム内に配置し、環境試験チ
ャンバ（ミシガン州グランドラピッズ（Grand Rapids）のエンバイロトロニクス社（Envi
rotronics）のモデル番号ＦＬＸ９００－２－６－ＷＣ）内に配置した。アセンブリを、
６５℃、９５％の相対湿度の環境条件に１００時間、次いで９０℃に２４時間にわたって
暴露した。双方の環境条件の間及び後に、アセンブリは優の外観を示し、軽度のプレート
変形のみを伴った。
【００７２】
　（実施例１２）
　艶消し仕上げした拡散フィルム（両面に艶消し仕上げを有する、アップル（Apple）（
商標）社の３０．５ｃｍ（１２インチ）径のＭａｃ（商標）Ｐｏｗｅｒｂｏｏｋ（商標）
ラップトップコンピュータから得た拡散体）を導光プレート（前述のラップトップコンピ
ュータから得た）の平滑な表面上に、そして２片のＢＥＦフィルムを艶消し仕上げされた
拡散フィルムの上に配置することによって、光管理アセンブリを調製した。プレート及び



(17) JP 2010-535359 A 2010.11.18

10

20

30

40

50

フィルムを、上述の通りに７５　ＬＥＦカバーフィルムで包んだ。カバーフィルムは、加
熱及び収縮の後にぴんと張った。ＢＥＦフィルム上の尖った構造は、第１のＢＥＦフィル
ムと第２のＢＥＦフィルムとの間、及び上部のＢＥＦフィルムと収縮包装の包みとの間の
間隙を実質的に維持するのに十分なものであった。導光体の底面上の粗いパターンは、導
光体とカバーフィルムとの間の間隙を実質的に維持し、それによってにじみを回避するの
に十分なものであった。サンプルは、優の外観を示した。
【００７３】
　実証例１
　上述の通りに調製した、ビーズ入りの拡散体コーティングを一方の側に有する反射偏光
フィルムを、４９．６ｃｍ×２８．３ｃｍ×０．２ｃｍの寸法を有する２枚の光透過性プ
レートの間に配置した。底面又は入力プレートは、反射偏光フィルムの平滑な側に面する
艶消し仕上げを有していた。この艶消し仕上げは、底面プレートとフィルムとの間の間隙
を維持するのに十分なものであった。出力プレート（ニューヨーク州パーシッパニー（Pa
rsippany）のクライオインダストリーズ社（CYRO Industries）のＣＹＲＯ　Ａｃｒｉｌ
ｉｔｅ（商標）ＦＦ）は、偏光フィルムのビーズ入り拡散体側に面する平滑な表面を有し
ていた。出力プレートは、カバーフィルムとして役立った。拡散コーティングは、フィル
ムと上部カバーとの間の間隙を維持するのに十分なものであった。エポキシ系接着剤（ス
リーエム社（3M Company）のＤＰ１００）を使用して、光透過性プレートの縁部上にフィ
ルムを接着した。そのフィルムは、プレートよりも寸法がわずかに小さく、プレート間で
自在に浮動するものであった。仕上げした光管理アセンブリは、目に見えるにじみを示さ
なかった。光管理アセンブリを、実際のバックライトハウジングのフレームと同様のフレ
ーム内に配置し、６５℃、相対湿度９５％の環境条件に１００時間にわたって暴露した。
暴露の後、光管理アセンブリは優の外観を示し、顕著なにじみはなく、偏光フィルムのわ
ずかな変形のみを伴った。間隙により、フィルムは、独立に２次元でカバーに対して移動
することができ、したがって、フィルムの応力及び変形が最小限となった。
【００７４】
　比較例１
　底面又は入力光透過性プレート（クライオインダストリーズ社（CYRO Industries）の
ＣＹＲＯ　Ａｃｒｉｌｉｔｅ　ＦＦ）が、反射偏光フィルムの平滑な表面に面する平滑な
表面を有することを除いて、実施例１３で説明した通りに光管理アセンブリを組み立てた
。光透過性プレート上の平滑な仕上げにより、光透過性プレートと反射偏光フィルムの平
滑な側との間に、にじみ領域がもたらされる。にじみ領域が可視となっただけでなく、に
じみ領域における光透過性プレート及び反射偏光フィルムの平滑な表面が、部分的に互い
に接合されて、光透過性プレート及び反射偏光フィルムが独立に移動しないようになった
。光管理アセンブリを、実際のバックライトハウジングのフレームと同様のフレーム内に
配置し、６５℃、相対湿度９５％の環境条件に１００時間にわたって暴露した。暴露の後
、光管理アセンブリは不適格の外観を示し、２つの隣接する平滑な表面の一部の領域にお
いて部分的に接合されること、及び他の領域上で自在に移動することが原因で、偏光フィ
ルムの顕著な変形を伴った。
【００７５】
　比較例２
　底面又は入力光透過性プレートが、ＢＥＦフィルムの平滑な表面に面する平滑な表面を
有していたことを除いて、実施例１３に関して上述した通りに比較例２を調製した。拡散
プレート上の平滑な仕上げにより、拡散プレートと収縮フィルムとの間のにじみが、拡散
プレートとのＢＥＦフィルムのにじみと共に生じた。この光管理アセンブリを、実際のバ
ックライトハウジングのフレームと同様のフレーム内に配置し、このアセンブリを、６５
℃、相対湿度９５％の環境条件に１００時間にわたって暴露した。試験の後、サンプルは
、目に見えるにじみ領域が原因で、不適格の外観を示した。
【００７６】
　本発明の様々な修正形態及び変更形態が、当業者には、本発明の範囲及び趣旨から逸脱
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することなく明らかとなろう。また、本発明は、本明細書に記載した例示的な実施形態に
限定されないことが理解されるべきである。本明細書において参照したすべての米国特許
、特許出願公開、並びに他の特許及び非特許文書は、それらにおけるいずれかの主題が先
の開示と矛盾しない限り、すべての内容が参照によって本明細書に組み込まれる。
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